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家政学原論・家庭経営・家庭経済・家族関係

戦前家政学研究と婦人問題一井上秀子の思想を中心に一

　　　　　　　　　　　　　　　神戸学院女子高　　井上えり子

目的：国際婦人年(1975年)以降のフェミニズム運動の高まりは、家政学に少なからず影響

を与えている。歴史的にみれば、わが国におけるフェミニズム運動の高揚は今世紀の初頭

にもみられた。それはF婦人問題Jと呼ばれ、婦人参政権運動や女子高等教育要求運動、良

妻賢母思想などに影響を与えたとされる。しかし、それらに密接に係わる戦前家政学研究

と｢婦人問題｣の関係については、検討の余地が残されている。本研究では、戦前期の代表

的家政学者・井上秀子(日本女子大学校第四代校長)の思想に焦点を絞り、戦前家政学研究

と｢婦人問題｣の関連について考察することを目的としている。

方法：井上秀子の代表的著作及び日本女子大学校の同窓会組織・桜楓会機関誌f家庭週報j

を主な資料とし、｢婦人問題｣に関する記述を抽出、分析した。

結果：日本女子大学校では、肺人問題jに深い関心を寄せていた同校第二代校長麻生正蔵

の指導の下に、講演会や研究会が行われ、特に1927年の婦人問題研究会では、井上秀子を

中心に4家庭生活と職業の両立の問題が討論された。､井上は、この問題の解決策として、

育児期間中は主婦業に専念し。子どもが成長した後には職業に就くのが理想的と述べ、今

日のいわゆる｢Ｍ字型就労｣を提示し、女性の意識変革(両立させるという強い自党を持つ

こと)や家事の合理化などを提起した。また、井上は『家庭管理法』(1928年)においても家

庭と職業の両立という問題を取り上げている。このように、井上の家政学研究では、f婦

人問題Jの影響は、家庭と職業の両立という問題に少なからず波及していったといえる。

2Tp－ 7 アメリカ家政学の系譜一学会誌分析－（第12報）会則にみる目的

金城学院大短大　○古寺浩，椙山女学園大生活科学　東珠実，㈱アルバイト

タイムス　渥美美晴，名古屋文理短大　鈴木真由子，三重大教育　吉本敏子

静岡大教育　村尾勇之

【目的】本研究の目的は、アメリカ家政学会誌分析を通してアメリカ家政学の特質と研究

の動向を明らかにすることである。1994年の年次大会において、アメリカ家政学会の名称

が、アメリカ家族・消費者科学学会（AFCSA）へと変更された。　この変更における具体的

手続きは、学会会則の第１条：名称部分の改正ということであった。この会則は、1909年

の学会発足以来、組織の拡大などとともに微修正が幾度も行なわれてきたが、名称に次い

で特に重要と思われる第２条：目的部分も今日までに何度か修正されている。本報では、

学会発足から今日に至までのアメリカ家政学会の会則におけるの目的の変遷を明らかにす

る。また、これまでに報告してきた、各研究領域における研究論文の特徴に基づいて、学

会の目的と個別研究の動向との関係についても明らかにする。

　【方法】①1909年からこれまでに第２条：目的部分の修正年次及び具体的修正内容を把握

した。②すでに報告した学会誌にみられた研究動向の推移を、代表的な論文のタイトルよ

り抽出したキーワードによって捉えた。③①と②の結果に基づいて、学会の目的として示

された活動の方向性が研究動向にどのように反映されているかを分析した。

【結果】学会発足時における目的の表現を代表するキーワードは、ｒ生活条件の改善ｊで

あったが、以後は、「幸福」、「福祉」、「生活の規範」、「研究・教育の推I進・普及」

というように修正がなされた。研究動向の把握として、初期の段階では、特に衣食住領域

において、基本的な生命の維持の危機を含む生活条件の改善を意図する諭文がみられた。

以後の動向においても、概ね目的表現に対応した論文が多数みられた。
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